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標準的な MPS 法の支配方程式は非圧縮 Navier-Stokes

方程式に基づいており，Poisson 方程式の圧力項は ( 1 ) 
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られる対象である．解析対象をୈ 7 ਤに示す．流体は常
温の水である．回転の条件をୈ 1 දに示す．粒子径 d と
円筒容器直径 D の比 d /D は 0.08 とした．振動抑制の有
無での自由表面形状を従来の格子法（ VOF 法）と比較し
た結果をୈ 8 ਤに示す．VOF 法による解析結果は実験結
果と良く一致することが知られている．粒子法では，振動
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物性や浸入経路の形状を変えることで，泥水の浸入しにく
い形状の設計に役立つことが分かった．
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圧力振動抑制のために標準 MPS 法の Poisson 方程式の


